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 要 旨   

 

目的：早期のアルコール使用は、成人期になってからアルコール使用障害の発症を予測す

る。しかし、アルコール使用開始の発達の軌跡や、それらの推定上の生物学的および環境

的相関についてはほとんど知られていない。 

方法：うつ病に関して家族性負荷が高いまたは低い青年（n=330）は、最大 6年間、毎年評

価された。情動症状や、アルコールの使用、ストレスの各評価で評価されたデータが収集

された。青年達はまた、脅威に関連する扁桃体や、報酬に関連する腹側線条体の活動を測

定することを含めた fMRI研究実施要領に参加した。 

結果：潜在クラス分析により、アルコール使用開始の 2 つの軌跡が特定された。早期に開

始した者（n=32）は、遅く開始した者かつ/または現在の禁酒家（n=298）と比較して、ベー

スラインのアルコール使用量と使用の変化率が高いと報告された。早期に開始した者は、

ストレスの多いライフイベントのベースラインレベルがより高く（p=0.001）、扁桃体が高

い（p=0.001）と報告されたが、腹側線条体の活動は示さなかった。 

早期に開始した者は遅く開始した者と比較して、最大量の飲酒をする可能性が 15.3 倍

（p<0.0001）、中毒を経験する可能性が 9.1 倍（p<0.0001）、アルコール使用障害を発症す

る可能性が 6.7倍高かった。（p=0.003）。 

結論：早期にアルコール使用を開始した青年は、ストレスのレベルが高く、脅威に関連す

る扁桃体の活動が増加し、最大量のアルコール飲料を消費する可能性が高く、早期に中毒

を経験する可能性が高く、アルコール使用障害の発症のリスクが高くなる。 

 


